
 

 

 

 

 

被害をできるだけ小さくする 情報発行：B地区藤沢自治会（自主防災隊） 

平成２８年２月発行 

安否確認訓練を実施します。 

平成２８年２月１４日（日）正午より 
何時このＢ地区藤沢自治会地域に大型地震が来てもおか

しくないと言われています。いざと言う時に備えて、各

種訓練を実施するように藤沢市からも要請されています。 

今回Ｂ地区藤沢自治会として初めて独自の防災訓練を実

施することとしました。 

「災害時に助けを必要としている人を速やかに救助する

ためには、地域住民の安否をより早く正確に確認するこ

とが重要です。助けを求めている人をいち早く把握する

ことで、一人でも多くの人を救助できます。」 

各御家庭にお願いすること 
訓練内容(概要） 

平成２８年２月１４日(日）正午に大地震（Ｍ７）が発生したと想定して 

①各家庭内でケガや重傷を負った人がいないかを確認 

②異常がないことを確認したら、速やかに玄関に白いタオル 

もしくはハンカチを取っ手に結ぶなどして見えるようにする 

 

街区役員の役割 

①街区役員は担当街区を見廻り白いタオルの掲示状況を確認する（１２：１５～４０） 

②各街区役員は見廻り結果を集会場にて班長に報告する （１２：４０） 

③班長は各街区役員からの報告を取りまとめ会長に報告する （１２：４５） 

 

皆様の御協力により安否確認訓練を 

成功させよう！！ 

自主防災の基本 

自助：自らの【命・家族・資産】は自ら守る 

近助：防災は【近所の助け合い】が大切 

共助：自主防災は【B 藤沢自治会】主体の自主防災

隊 


